
町
滑
以
後
の
京
都
市
域
形
成
に
閥
す
る
裁
市
地
理
学
的
考
察
（
藤
町
）

二
ん

明
治
以
後
の
京
都
市
域
形
成
に
関
す
る

都
市
地
理
学
的
考
察

藤

岡
　
謙

一

郎

　
〔
要
約
］
　
都
市
周
辺
部
の
都
市
化
す
な
わ
ち
ア
ー
パ
ニ
ー
ゼ
ー
シ
ョ
ソ
は
資
本
主
義
の
発
展
に
併
行
し
て
必
然
的
に
お
こ
る
地
域
現
象
で
あ
る
。
と
こ
ろ

が
近
時
の
日
本
の
都
市
は
都
市
化
せ
ら
れ
ざ
る
地
域
を
市
域
に
編
入
せ
し
め
る
傾
向
が
強
い
．
、
従
っ
て
市
域
（
Ω
苗
肉
。
臨
。
ε
必
ず
七
も
都
市
域
（
q
昏
弩

d
糞
バ
鐸
）
そ
の
も
の
を
接
受
し
な
い
。
市
域
中
に
閉
曲
せ
ら
れ
た
都
市
圏
の
地
域
構
造
を
吟
昧
検
討
す
る
こ
と
が
都
市
地
理
学
に
与
え
ら
れ
た
一
つ
の
課
題

と
な
る
所
以
で
あ
る
。
筆
者
は
い
ま
歴
巡
的
都
市
京
都
の
明
治
以
後
に
於
け
る
景
観
の
変
貌
を
地
域
約
に
概
観
し
、
京
都
市
域
に
お
け
る
聯
市
圏
の
成
層
構

造
を
人
口
密
度
、
疏
棄
栽
培
地
、
廉
尿
汲
取
配
給
圏
、
交
通
籔
関
、
工
場
の
分
布
等
を
例
に
み
げ
て
考
え
て
み
た
ウ
結
果
京
都
の
場
台
も
ま
た
明
治
二
二
年

度
の
雲
客
を
核
と
し
た
成
層
構
造
を
形
成
は
す
る
が
、
都
市
重
心
が
次
第
に
西
南
に
移
行
し
た
こ
と
、
都
市
域
の
範
囲
は
地
形
や
等
時
繊
に
台
致
す
る
こ
と

が
多
く
、
そ
れ
は
大
正
七
年
度
か
ら
昭
和
六
年
匿
に
到
る
市
域
で
終
り
、
漸
次
外
周
に
成
層
圏
を
な
し
て
、
ヒ
ン
タ
ー
ラ
ン
ド
に
終
る
こ
と
を
述
べ
た
。
京

都
は
百
万
都
市
で
あ
り
歴
史
的
都
市
で
は
あ
る
が
、
一
部
で
は
よ
り
生
塵
的
な
巨
大
都
市
大
阪
の
特
殊
・
な
衛
星
都
爾
的
性
格
を
も
有
し
て
お
り
、
京
都
市
の

理
解
は
旧
城
下
町
出
身
の
臼
本
の
地
方
都
市
理
解
に
も
重
要
な
鍵
を
あ
た
え
る
。

（　128　）

㎜
　
ま
吏
が
嚢

昭
和
年
代
に
お
け
る
口
本
都
市
の
著
し
い
傾
向
は
行
政
的
な
新
市

の
誕
生
増
加
と
既
成
市
域
の
拡
張
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
一
九
五
二
年

す
な
わ
ち
昭
禰
二
七
年
六
月
環
在
の
二
七
八
の
都
市
に
つ
い
て
そ
の

市
制
実
施
の
年
代
を
明
治
、
大
正
、
昭
和
の
三
時
期
に
大
別
し
て
み



る
と
、
そ
の
絶
対
数
は
夫
々
六
七
、
三
四
、
一
七
七
の
割
合
と
な
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

て
昭
和
年
代
に
誕
生
し
た
都
市
が
そ
の
過
半
数
を
占
め
て
い
る
。
同

様
に
市
域
拡
張
に
つ
い
て
み
て
も
例
え
ば
そ
の
面
積
一
〇
〇
方
粁
以

上
の
都
市
は
昭
和
一
〇
年
度
に
は
僅
か
に
七
市
で
日
本
全
体
の
都
市

数
に
露
め
る
そ
の
比
．
率
が
五
。
六
％
で
あ
っ
た
も
の
が
、
昭
和
二
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

年
度
に
は
五
九
市
、
二
二
％
に
増
加
し
て
い
る
の
を
み
て
も
開
か
で

あ
る
。

　
行
政
的
な
新
市
が
誕
生
増
加
し
、
一
方
既
成
都
市
に
あ
っ
て
市
域

が
拡
張
す
る
と
い
っ
た
右
の
傾
向
は
、
い
っ
た
い
行
政
的
市
域
の
都

市
化
、
す
な
わ
ち
都
市
周
辺
農
村
の
質
的
な
都
市
化
作
用
（
“
ユ
）
諺
￥

算
丘
。
β
）
の
結
果
な
の
だ
ろ
う
か
。
成
程
前
者
に
つ
い
て
い
え
ば
四
大

工
業
地
帯
周
辺
の
衛
星
都
市
の
或
者
に
み
る
ご
と
く
天
来
の
農
村
が

一
躍
し
て
都
市
に
な
り
、
し
か
も
入
口
に
お
い
て
も
一
〇
万
以
上
を

か
ぞ
え
る
関
東
の
川
口
細
切
（
昭
和
八
年
市
制
実
施
、
　
一
一
．
四
万
）
、
関

西
の
布
施
市
（
昭
和
一
二
年
、
一
五
万
）
等
に
み
る
如
き
工
業
都
市
も

あ
る
。
し
か
し
ご
八
○
中
、
そ
の
過
半
数
を
占
め
る
人
口
五
万
以
下
の

都
市
に
つ
い
て
そ
の
一
々
を
吟
味
す
る
と
大
部
分
は
実
は
ふ
る
い
非

生
産
的
な
地
方
の
町
が
周
辺
の
広
大
な
面
積
を
も
つ
村
を
も
山
砂
短

期
治
以
後
の
京
都
市
域
形
成
に
闘
す
る
都
市
地
理
単
的
考
察
（
藤
岡
）

に
合
併
し
て
轟
来
た
行
政
的
人
為
的
な
都
市
な
の
で
あ
る
、
後
者
に

つ
い
て
い
っ
て
も
同
様
で
あ
る
。
仮
り
に
四
〇
〇
七
七
以
上
の
面
積

を
も
つ
日
本
の
都
市
と
い
え
ば
東
京
（
五
三
八
・
五
方
粁
）
、
京
都
（
五

四
八
・
五
〇
）
横
浜
（
四
〇
八
・
六
）
神
戸
（
四
二
〇
．
六
）
の
四
市
を

除
け
ば
い
ず
れ
も
タ
張
、
苫
小
牧
、
網
走
、
稚
内
等
北
海
道
の
諸
都

　
　
　
　
①

市
と
な
っ
て
市
域
拡
張
が
決
し
て
ア
ー
バ
ニ
ゼ
ー
シ
ヨ
ン
の
結
果
で

は
な
い
こ
と
が
明
か
で
あ
る
。
殊
に
夕
張
市
の
ご
と
き
そ
の
面
積
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

六
一
・
捕
方
粁
で
本
州
の
行
政
区
劃
か
ら
い
え
ば
県
に
編
当
し
、
そ

の
大
部
分
は
林
野
甲
隅
積
に
よ
っ
て
占
有
せ
ら
れ
て
い
る
。

　
行
政
的
な
市
域
が
い
わ
ゆ
る
げ
ん
み
つ
な
都
市
域
（
⇔
笹
〔
已
U
や

の
㌶
｛
9
）
と
必
ず
し
も
合
致
し
な
い
こ
．
と
は
以
上
に
よ
っ
て
ほ
ぼ
閾
か

で
あ
ろ
う
。
し
か
し
乍
ら
大
小
の
質
的
差
違
は
あ
れ
、
こ
の
行
政
的

な
市
域
内
に
都
市
域
を
包
括
す
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
し
か
も
こ

の
都
市
域
は
中
心
の
H
き
9
Ω
信
、
　
都
心
の
周
辺
に
都
市
化
せ
ら

れ
た
農
村
す
な
わ
ち
近
郊
村
（
Q
。
各
三
唱
）
　
や
都
市
周
辺
地
帯

（
¢
門
σ
診
嘉
例
汐
σ
q
o
）
を
も
ち
、
更
に
そ
の
外
周
に
熔
汐
8
同
ジ
づ
Q
を

　
　
‘
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

有
す
る
と
い
っ
た
チ
ユ
ー
ネ
ン
的
な
圏
構
造
を
形
成
す
る
こ
と
も
事

実
で
あ
る
。
こ
の
場
合
周
辺
の
都
市
化
が
急
速
に
達
成
さ
れ
る
時
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九

（129）



　
　
　
　
　
町
治
以
後
の
京
都
一
甲
域
形
成
に
関
す
る
都
市
地
理
磁
†
的
考
察
（
｛
膿
町
）

は
衛
星
都
市
（
ω
暮
亀
ぎ
Ω
昌
）
が
形
成
さ
れ
る
。
も
と
よ
り
各

都
市
に
よ
っ
て
地
形
的
障
害
な
ど
も
あ
っ
て
こ
の
露
な
い
し
成
層
構

造
の
内
部
的
構
成
は
同
一
で
は
な
く
、
行
政
的
を
市
域
中
に
、
い
か

な
る
地
域
構
造
を
加
味
し
た
都
市
圏
を
設
定
す
る
か
が
都
市
地
理
学

の
一
課
題
で
あ
る
。
筆
者
は
い
ま
巨
大
都
市
京
都
の
市
域
内
に
お
け

る
か
か
る
構
造
を
地
理
単
的
に
分
析
す
る
目
的
を
も
つ
て
、
閾
治
以

後
に
お
け
る
京
都
の
都
市
域
形
成
を
地
域
に
関
聯
づ
け
乍
ら
歴
史
的

に
考
察
し
、
日
本
に
お
け
る
明
治
以
後
の
市
域
形
成
と
ア
ー
バ
ニ
ゼ

ー
シ
ョ
ン
と
の
闘
係
を
考
察
す
る
資
料
と
し
た
い
。

二
　
明
治
以
後
の
京
都
市
域
の
変
遷
と
景
観
の
変
貌

　
記
述
の
便
愈
愈
本
項
で
は
ま
ず
明
治
以
後
に
お
け
る
京
都
市
域
変

遷
の
具
体
的
事
実
、
換
言
す
れ
ば
行
政
的
な
市
域
編
入
と
そ
れ
に
伴

う
各
種
人
文
景
観
の
変
貌
を
観
寂
し
、
次
項
に
お
い
て
改
め
て
人
口

密
度
そ
の
他
を
基
準
と
し
て
京
都
市
域
の
明
治
以
後
に
お
け
る
都
市

化
の
進
行
状
態
や
都
市
圏
の
構
造
を
吟
味
す
る
こ
と
に
す
る
。

　
都
市
周
辺
の
都
市
化
を
促
進
す
る
源
泉
は
い
う
ま
で
も
な
く
産
業

草
命
に
伴
う
和
本
主
義
機
構
の
発
展
で
あ
り
、
ア
ー
バ
一
面
ー
シ
ョ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
6

ン
の
純
粋
な
型
は
通
常
工
業
化
の
進
行
し
た
大
都
市
と
そ
の
周
辺
地

域
に
み
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
都
市
の
工
業
化
は
市
部
人
口
や
工
業
の

都
市
集
中
を
分
散
せ
し
め
、
周
辺
の
農
村
を
し
て
都
市
通
勤
者
の
住

宅
地
や
、
都
市
向
け
の
疏
菜
等
換
金
作
物
の
裁
培
を
容
易
な
ら
し
め
、

両
者
を
結
ぶ
交
通
機
関
の
発
逮
に
よ
っ
て
都
市
と
の
交
通
距
離
を
漸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

次
短
縮
せ
し
め
て
行
く
傾
向
を
と
る
。
工
業
化
の
進
ん
だ
大
阪
及
び

そ
の
周
辺
地
域
は
か
か
る
ア
ー
バ
縄
索
ー
シ
ョ
ン
進
行
の
純
粋
型
を

形
成
す
る
こ
と
は
改
め
て
別
の
機
会
に
論
じ
る
こ
と
に
す
る
が
、

（
第
五
図
。
参
照
）
、
し
か
し
元
来
都
市
で
あ
る
こ
と
は
必
ず
し
も
生
産

的
な
工
業
都
市
で
あ
る
こ
と
の
み
を
意
味
せ
ず
、
ひ
ろ
く
あ
ら
ゆ
る

丈
明
的
機
関
を
備
え
た
人
口
の
稠
密
な
消
費
都
市
や
商
業
都
市
を
も

含
む
も
の
と
広
義
に
解
す
る
な
ら
ば
、
京
都
の
場
合
も
亦
あ
ら
ゆ
る

点
で
都
市
た
る
資
格
を
有
し
て
い
る
。
殊
に
明
治
後
半
に
あ
っ
て
全

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

国
で
も
第
二
位
を
占
め
る
工
場
の
設
立
を
み
た
こ
と
や
、
最
高
学
府

の
設
立
、
郊
外
電
車
の
敷
設
等
が
都
市
周
辺
の
都
市
化
や
景
観
の
変

貌
を
促
進
せ
し
め
る
に
役
立
つ
た
こ
と
が
注
意
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
既
述
の
如
く
京
都
の
現
在
市
域
五
四
八
・
五
〇
方
粁
、
こ
れ
を
市

制
実
施
の
明
治
二
二
年
度
の
二
九
・
七
方
粁
に
較
べ
る
と
正
に
一
八

（　IP．O　）



倍
強
、
人
R
ま
た
二
二
年
当
時
は
一
一
七
、
九
万
人
で
あ
っ
た
の
が
一

一
〇
。
五
万
人
と
な
っ
て
い
る
。
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
東
京
遷

都
後
京
都
に
課
せ
ら
れ
た
課
題
は
図
面
の
古
都
を
い
か
に
し
て
維
持

し
て
行
く
か
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
古
い
京
都
は
新
し
い
日
本
の
京

都
と
し
て
再
舐
発
す
べ
く
運
命
ず
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
ら
ば

そ
れ
以
後
百
年
差
ら
ず
の
間
に
み
ら
れ
た
そ
の
市
域
や
景
観
の
変
貌

は
如
何
。

第1図　明治42年（1909）当時の京都市域

　　　　並びにその周辺の近郊村

萌
治
以
後
の
京
都
市
域
形
成
に
関
す
る
都
市
地
理
学
的
考
察
（
藤
岡
）

　
睨
治
以
後
現
在
ま
で
に
い
た
る
市
域
の
編
…
入
園
数
は
前
後
七
回
に

及
ぶ
が
こ
れ
を
大
別
す
る
と
ほ
ぼ
四
期
に
わ
け
る
こ
と
が
嵐
来
る
。

第
二
期
は
市
制
笑
施
前
の
明
治
二
一
年
（
一
八
八
八
）
六
月
に
行
れ

た
鴨
河
以
東
地
域
の
市
域
編
入
、
具
体
的
に
は
当
時
の
愛
宕
郡
の
粟

田
口
、
南
禅
寺
、
吉
田
、
岡
崎
、
浄
土
寺
、
鹿
ケ
谷
の
六
ケ
村
並
び
東

山
丘
陵
を
包
括
す
る
紀
伊
郡
今
熊
野
、
浩
閑
寺
の
二
村
が
夫
々
上
京

区
及
び
下
京
区
に
合
併
さ
れ
て
薪
京
都
が
出
現
し
た
こ
と
で
あ
り
、

や
や
遅
れ
て
同
三
五
年
（
一
九
〇
二
）
二
月
に
は
市
域
の
西
南
隅
す

な
わ
ち
葛
野
郡
大
内
村
の
う
ち
大
字
東
塩
小
路
並
び
に
西
九
条
地
域

が
市
域
編
入
を
み
た
時
期
を
包
括
す
る
，
つ
ぎ
に
第
二
期
は
大
正
七

年
（
一
九
一
八
）
四
月
の
市
域
編
入
で
み
り
、
こ
の
場
合
も
亦
市
域

に
接
し
た
周
辺
農
村
の
都
市
編
入
と
な
っ
て
い
る
、
具
体
的
に
は
盆

地
東
北
隅
に
お
い
て
は
愛
宕
郡
白
川
、
田
中
、
下
鴨
、
鞍
馬
口
、
野

口
の
全
村
、
上
賀
茂
、
大
宮
両
刀
の
一
部
、
西
方
で
は
葛
野
郡
衣
笠

村
が
上
京
区
に
編
人
を
み
た
他
、
上
京
区
に
は
葛
野
郡
朱
雀
野
、
大

内
、
七
条
、
西
院
村
の
一
部
、
さ
ら
に
紀
伊
郡
柳
原
町
、
東
九
条
、

上
鳥
羽
並
び
に
深
草
各
村
の
一
部
で
あ
る
。
（
第
一
図
参
照
）
第
三
期

は
昭
和
六
年
（
一
九
…
一
コ
）
四
月
の
編
入
で
あ
ゆ
、
面
積
的
に
は
最

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
二

（　1？，1　）



　
　
　
　
明
治
以
後
の
京
都
市
域
形
成
に
闘
す
る
都
市
地
理
学
的
考
察
（
藤
岡
）

も
大
き
く
、
い
わ
い
る
大
京
都
の
一
三
期
で
あ
る
、
区
域
も
亦
従
来

の
上
京
、
下
京
の
他
に
、
左
京
、
右
京
、
東
山
、
伏
見
と
い
っ
た
現

在
の
六
区
が
形
成
せ
ら
れ
て
い
た
。
い
ま
そ
の
名
称
を
列
記
す
る
と

次
の
如
く
な
る
。
（
か
つ
こ
内
は
編
入
区
域
）
、
愛
宕
郡
上
賀
茂
、
大
宮
、

鷹
ケ
峰
の
各
誌
、
　
（
上
京
区
）
、
同
修
学
院
、
松
ケ
崎
両
村
（
左
京
区
）
、

字
治
郡
山
科
町
（
東
山
区
）
、
紀
伊
郡
吉
祥
院
、
上
鳥
羽
二
村
（
下
京

区
）
、
葛
野
郡
花
園
、
西
院
、
太
秦
、
梅
ク
畑
、
梅
津
、
京
極
、
松

尾
、
桂
、
川
岡
の
各
室
及
び
嵯
峨
町
（
以
上
膚
京
区
）
伏
見
市
、
深
草

町
、
紀
伊
郡
竹
田
、
深
草
、
堀
内
、
下
鳥
羽
、
横
大
路
、
納
所
、
伺
．

良凹

y
び
宇
治
…
郡
醍
一
醐
村
の
久
π
村
（
以
上
伏
見
区
）
で
あ
る
。
晶
弟
四
期
は

主
と
し
て
終
戦
後
市
域
編
入
が
行
れ
た
の
で
あ
り
、
詳
し
く
は
昭

和
二
三
年
（
一
九
四
八
）
四
月
の
葛
野
継
．
中
川
、
小
野
郷
両
断
（
上
京

区
）
、
昭
和
二
四
年
（
一
九
四
九
）
四
月
の
愛
宕
鯖
雲
ケ
畑
村
の
上
京

区
編
入
、
愛
宕
郡
、
岩
倉
、
八
瀬
、
大
原
、
静
市
野
、
鞍
馬
、
花
脊
、

久
多
卜
師
の
左
京
区
編
入
、
さ
ら
に
翌
二
五
年
（
一
九
五
〇
）
十
二

月
に
実
施
せ
ら
れ
た
乙
訓
瓢
大
伎
村
（
右
京
区
）
、
同
久
我
、
羽
束

師
両
村
の
伏
見
区
編
入
を
意
味
す
る
。

　
以
上
の
四
期
の
編
入
面
積
を
表
示
す
る
と
次
の
ご
と
く
な
る
。

綴時馴細期魑灘覆窃騰癸農i面

子1期
　　　　　　　3．08km2135　　　3．18

明治l
@l　　29．77、m，i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～　　　　　　　　　　　　　　　　約6．0・．・131．28　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

第2期

　　　　L關ｳ［・・39　　　　…

・・ P…3

第3期
昭和
@6 9．59

　　　　　　　1

�P6．5　　　288．65
@　　　　　　1

第4期

昭和
Q3

Q4、

Q5

10．18

P3Q7

P3．22

　　　　　　　f

@　　　　　　l3253！
@　　　　　　「　　　　　　　1　535．16

�R5・G　　　548・50

三
二

第
三
、
第
西
両
期

の
編
入
面
積
の
総

計
四
八
九
・
四
八

方
粁
、
す
な
わ
ち

全
市
域
の
九
〇
％

近
く
を
占
め
る
こ

と
に
な
る
．
面
積

を
円
に
仮
想
し
た

場
合
の
半
径
は
最

初
の
三
、
○
八
粁

か
ら
点
三
、
二
二

粁
に
の
び
て
い
る
。
し
か
ら
ば
こ
れ
ら
各
［
時
期
の
市
域
編
入
と
前
後

し
て
以
前
の
景
観
は
い
か
に
変
貌
し
て
い
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た

そ
れ
は
ど
の
程
度
の
農
村
側
の
ア
ー
バ
ニ
ぜ
ー
シ
ョ
ン
の
結
果
市
域

変
入
を
み
た
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
場
合
景
観
の
変
貌
を
促
し

た
も
の
は
何
で
あ
っ
た
ろ
う
か
を
考
え
て
み
よ
う
。
全
四
期
を
通
じ

て
景
観
の
最
も
著
し
い
変
化
は
い
う
ま
で
も
な
く
第
一
、
第
二
漂
蕩

で
あ
り
、
他
の
都
市
の
場
合
と
同
様
日
本
に
お
け
る
産
業
革
命
が
除
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々
に
進
展
せ
ん
と
す
る
時
期
で
あ
り
、
京
都
の
場
合
当
時
全
国
で
も

工
場
数
は
第
ご
位
を
占
め
工
業
の
発
達
が
顕
著
で
あ
っ
た
時
期
で
あ

　
　
　
　
　
な

る
。
以
下
こ
れ
ら
の
前
提
を
加
味
し
乍
ら
都
市
周
辺
の
変
貌
を
地
域

別
に
概
観
し
よ
う
。

　
ま
ず
盆
地
の
東
北
隅
か
ら
み
よ
う
。
何
故
か
な
ら
ば
こ
の
地
域
は

明
治
後
の
京
都
復
興
に
竜
つ
と
も
関
心
が
殺
れ
た
地
域
で
あ
る
か
ら

で
あ
る
。
こ
こ
に
お
け
る
都
市
化
を
促
し
た
直
接
の
原
因
は
い
う
ま

で
も
な
く
疏
水
工
事
の
完
成
（
明
治
一
八
年
に
起
工
蕪
手
、
二
三
年
目
竣

④エ
）
鐘
グ
淵
紡
績
京
都
工
場
（
三
九
年
設
立
、
四
三
年
当
時
の
従
業
員
一

四
三
三
人
）
、
京
都
…
織
物
株
式
ム
四
社
（
明
治
二
五
年
設
立
、
四
三
年
当
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

従
業
員
七
七
八
人
）
そ
の
他
各
種
紡
…
織
友
仙
工
場
W
の
設
立
、
最
｛
商
学
府

の
設
立
（
二
七
年
に
第
三
高
等
学
絞
、
三
〇
年
六
月
に
帝
国
大
門
）
内
国

観
業
博
覧
会
の
開
設
（
二
八
年
）
に
伴
う
市
電
の
開
通
等
で
あ
り
、

こ
と
に
岡
崎
、
吉
田
、
浄
土
寺
等
の
各
村
は
コ
ニ
年
に
市
制
実
施
を

み
る
直
前
に
市
域
編
入
を
み
た
の
で
あ
る
。
附
近
の
竹
籔
や
荒
撫
地

は
転
じ
て
大
賢
模
の
疏
菜
の
栽
培
地
と
な
り
、
ま
た
疏
水
の
分
流
は

水
田
面
積
を
拡
大
せ
し
め
た
他
、
吉
田
、
岡
崎
を
中
心
と
し
て
は
各

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

種
紡
織
、
染
色
工
場
が
多
数
設
立
さ
れ
て
附
近
の
景
観
が
俄
か
に
一

　
　
　
　
明
治
以
後
の
京
都
市
域
形
、
蔵
に
脳
…
す
る
都
市
地
理
学
的
考
察
（
藤
岡
）

変
し
た
。
聖
護
院
の
大
根
、
蕪
青
、
胡
瓜
、
鹿
ケ
谷
の
南
瓜
等
で
代

表
さ
れ
る
撮
菜
類
の
栽
培
は
既
に
徳
川
時
代
の
終
り
頃
か
ら
も
み
ら

れ
た
の
で
あ
る
が
作
付
．
率
の
最
大
で
あ
っ
た
時
期
は
こ
の
明
治
の
末

　
　
　
　
⑨

葉
で
あ
っ
た
。
白
砂
で
標
織
さ
れ
る
北
白
川
扇
状
地
の
周
辺
部
が
そ

の
栽
培
地
と
し
て
選
ば
れ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
か
ら
鴨
河
の
河
原

に
か
け
て
ぱ
茄
子
、
胡
瓜
の
促
成
栽
培
も
盛
ん
で
あ
っ
た
。
し
か
し

立
ち
列
ぶ
都
市
的
建
物
の
増
加
は
や
が
て
こ
れ
ら
の
耕
地
面
積
を
も

せ
ば
め
、
早
く
も
大
正
七
年
に
は
こ
の
地
区
を
市
域
に
編
入
せ
し
め

る
ま
で
に
な
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
市
街
地
の
形
成
に
つ
い
て

は
明
治
末
の
地
形
図
を
現
在
の
そ
れ
と
対
比
す
れ
ば
明
瞭
と
な
る
。

ま
た
当
時
の
市
域
周
辺
部
の
様
子
に
つ
い
て
は
明
治
四
三
年
発
行
の

『
愛
宕
郡
志
』
に
詳
し
い
。
例
え
ば
白
川
村
の
特
産
物
と
し
て
は
・
臼

　
（
A
）
・

川
石
、
白
砂
、
花
蓋
の
名
が
あ
ら
わ
れ
、
後
者
に
つ
い
て
は
「
右
京

都
市
に
販
売
す
」
と
か
か
れ
て
あ
る
。
他
に
白
川
の
谷
口
．
に
は
水
車

集
落
が
あ
り
、
製
米
麦
の
他
、
伸
銅
、
金
粉
製
造
工
場
等
屯
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

ま
た
田
中
村
に
は
搾
乳
場
が
一
五
、
乳
用
牛
三
一
〇
頭
と
あ
り
、
近

郊
村
的
な
性
格
が
よ
り
顕
著
で
あ
る
。
北
の
下
鴨
村
に
つ
い
て
い
っ

て
も
「
農
業
の
他
雑
業
を
営
む
者
多
し
」
と
あ
り
、
註
㊨
に
み
る
ご

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
三
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明
油
以
後
の
京
都
市
域
形
成
に
腿
す
る
都
叢
甲
地
理
巌
†
的
考
察
（
藤
岡
）

と
く
公
務
及
び
自
由
業
者
の
占
め
る
人
口
比
率
が
他
の
部
落
に
較
べ

て
極
め
て
多
い
こ
と
が
注
同
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
昭
和
六
年
に
な
っ

て
、
こ
の
地
域
は
第
三
次
の
市
域
編
入
を
み
た
わ
け
で
あ
る
が
、
そ

．
の
後
今
日
に
到
る
も
な
お
か
か
る
郊
村
的
な
性
格
は
失
は
れ
ず
、
兼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

業
農
家
に
加
え
る
に
、
職
業
別
人
口
か
ら
は
公
務
自
由
業
者
が
多
く
、

今
口
ぞ
は
そ
れ
が
市
営
バ
ス
に
よ
っ
て
京
都
駅
な
い
し
は
西
前
と
結

ば
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
大
阪
の
郊
・
村
的
な
性
格
を
も
有
し
て
い
る
こ

と
は
後
述
の
如
く
で
あ
り
、
花
卉
類
の
栽
培
ま
た
今
な
お
住
宅
地
の

と
こ
ろ
ど
こ
ろ
を
利
用
し
て
み
ら
れ
る
他
、
近
年
は
和
花
に
加
え
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
A
）

に
洋
花
を
他
か
ら
持
参
し
て
、
販
売
し
て
い
る
。
一
方
昭
和
の
は
じ

め
後
田
町
か
ら
叡
山
電
車
が
八
瀬
及
び
鞍
馬
に
通
じ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
沿
線
の
郊
転
化
が
進
行
し
て
行
き
、
昭
和
九
年
に
は
私
営
の
京

都
バ
ス
の
花
背
線
及
び
途
中
線
の
完
成
を
み
る
に
到
っ
た
の
で
あ
る
。

　
つ
ぎ
に
北
部
に
あ
っ
て
も
西
陣
織
の
近
代
化
が
豊
饒
さ
る
べ
く
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

治
六
年
に
紋
織
機
た
る
ジ
ャ
カ
ー
ド
そ
の
他
の
洋
式
機
械
が
用
い
ら

れ
て
か
ら
そ
の
近
代
化
が
促
進
せ
ら
れ
、
西
陣
を
中
心
と
す
る
上
京

区
域
は
紡
織
工
業
の
中
心
地
を
形
成
し
、
次
第
に
そ
の
周
辺
に
も
波

及
す
る
こ
と
に
な
っ
た
．
註
⑩
に
見
る
如
く
殊
に
大
宮
村
の
職
業
別

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
四

入
口
中
工
業
人
口
の
占
め
る
比
率
が
多
い
の
は
こ
れ
が
為
で
あ
る
、

か
く
て
こ
の
附
近
は
京
都
織
物
紫
野
工
場
（
＝
δ
年
設
立
、
四
四
年
当
時

従
業
員
三
＝
一
人
）
、
丹
心
林
…
撚
糸
ム
周
盗
「
ム
御
社
（
二
九
年
）
そ
の
他
西
陣

系
織
物
会
社
等
の
設
立
に
よ
っ
て
、
こ
れ
以
前
は
大
徳
寺
の
門
前
町

と
し
て
僅
か
に
街
村
の
発
達
を
み
、
そ
れ
以
外
附
近
一
帯
に
群
議
地

帯
を
形
成
し
て
い
た
こ
の
紫
野
の
台
地
地
帯
ま
た
、
急
激
な
る
景
観

の
変
貌
を
呈
す
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
一
方
東
北
部
に
あ
っ
て

億
下
鴨
地
域
の
都
市
厚
編
…
入
と
共
に
従
来
の
ヒ
ン
タ
ー
ラ
ン
ド
が
都

市
周
辺
地
帯
に
入
り
、
こ
れ
ま
で
聖
護
院
や
鞍
馬
口
を
主
と
し
た
疏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

菜
栽
培
の
中
心
地
が
上
賀
茂
や
松
ケ
崎
村
え
と
北
進
、
こ
こ
で
も
亦

昭
和
六
年
度
の
市
域
編
入
を
み
た
わ
け
で
あ
る
。
西
北
部
に
あ
っ
て

竜
谷
口
の
鷹
グ
峰
が
商
業
集
落
と
し
て
の
機
能
を
次
第
に
な
く
す
る

に
到
る
一
方
、
市
バ
ス
が
通
じ
、
こ
れ
よ
り
後
昭
和
一
二
年
度
に
は

周
山
街
道
経
由
北
桑
田
郡
鶴
岡
行
の
国
営
バ
ス
が
北
桑
田
の
山
地
を

結
び
今
迄
の
馬
背
運
搬
に
よ
る
京
都
北
郊
部
落
と
の
交
通
距
離
が
よ

り
短
縮
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
中
川
村
の
杉
材
ま
た
床
柱
と
し
て

京
都
大
阪
へ
運
搬
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
等
耕
地
僅
小
な
由
村
地
域
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

都
市
化
は
全
く
こ
れ
ら
交
通
機
関
の
発
達
に
負
う
て
い
る
。
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い
ま
明
治
四
二
年
当
時
の
愛
宕
郡
所
属
の
村
女
の
田
畑
分
反
別
を

約
五
〇
年
後
の
昭
和
二
七
年
度
現
在
の
そ
れ
と
比
較
し
て
み
る
と
註

　
⑭
の
ご
と
く
な
り
、
都
市
域
か
ら
離
れ
る
に
従
っ
て
、
両
者
間
の
数

値
の
差
の
少
く
な
り
ゆ
く
様
子
が
知
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
か
つ
て
の

白
川
越
や
北
方
丹
波
越
の
谷
口
集
落
と
し
て
古
い
地
形
図
上
に
街
村

を
形
成
し
た
こ
れ
ら
郊
外
の
集
落
も
今
は
市
街
地
の
中
に
入
れ
ら
れ

　
て
往
年
の
面
影
を
と
ど
め
な
い
現
状
で
あ
り
、
近
年
岩
倉
に
は
市
の

競
輪
場
が
設
置
、
市
電
ま
た
こ
こ
に
延
び
ん
と
し
て
お
り
、
　
一
方
宝

，
池
は
市
の
遊
園
地
と
な
り
、
同
様
に
鞍
馬
街
道
に
沿
っ
た
深
泥
ケ
池

ま
た
市
バ
ス
の
終
点
地
域
と
な
っ
て
こ
の
両
点
を
結
ぶ
以
南
が
市
域

　
た
る
感
が
強
い
こ
と
は
周
知
の
ご
と
く
で
あ
る
。

　
同
様
な
景
観
の
変
貌
は
右
京
地
域
に
も
亦
南
部
地
域
に
も
み
ら
れ

る
。
右
京
は
い
う
ま
で
も
な
く
平
安
京
に
お
い
て
最
も
早
く
衰
頽
し

　
⑭た

と
こ
ろ
で
あ
り
、
殊
に
千
本
通
以
西
は
低
湿
地
を
以
て
著
名
で
あ

る
が
早
く
か
ら
壬
生
菜
、
せ
り
等
の
栽
培
地
と
な
っ
て
お
り
、
朱
雀

　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

野
、
七
条
、
吉
祥
院
あ
た
り
の
農
家
ま
た
早
く
か
ら
都
市
化
せ
ら
れ

明
治
三
一
年
に
は
朱
雀
野
村
に
綿
糸
を
主
と
す
る
「
日
本
財
布
株
式

会
社
」
　
（
四
四
年
当
時
の
従
業
員
一
八
六
、
六
人
）
の
設
立
を
み
る
等
工

　
　
　
　
　
明
治
以
後
の
京
都
市
域
形
成
に
関
す
る
都
市
地
理
学
的
考
察
（
藤
岡
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

瘍
地
帯
と
も
な
っ
て
い
っ
た
。
一
方
北
方
の
鷹
ケ
峰
扇
状
地
か
ら
西

南
に
つ
づ
く
衣
笠
丘
陵
や
さ
ら
に
嵯
峨
野
の
新
期
洪
積
翫
陵
に
は
畑

作
が
卓
越
し
、
北
野
か
ら
鳴
滝
あ
た
り
迄
は
植
木
を
主
と
し
た
花
卉

類
の
栽
培
地
、
衣
笠
ま
た
大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
菜
豆
の
栽
培
地

　
　
　
　
　
　
　
⑨

と
し
て
著
名
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
こ
こ
で
も
亦
明
治
四
三
年
に
は
早

く
も
嵐
山
電
車
の
四
条
線
が
開
通
（
北
野
線
は
大
正
一
五
年
）
さ
れ
る
こ

と
に
よ
っ
て
近
代
化
が
促
進
せ
ら
れ
た
。
こ
の
コ
ー
ス
は
か
つ
て
の

徳
川
時
代
の
西
高
瀬
川
に
よ
る
材
木
運
搬
の
コ
ー
ス
で
も
あ
り
、
右

京
地
域
の
都
市
化
が
ま
た
こ
れ
ら
木
材
の
運
搬
や
嵯
峨
野
に
お
け
る

製
材
業
の
発
達
と
も
関
聯
を
有
し
て
い
る
。
大
堰
川
で
筏
運
送
せ
ら

れ
た
材
木
を
荷
揚
す
る
谷
口
集
落
と
し
て
発
達
し
た
嵯
・
峨
の
歴
史
は

古
い
晦
明
治
三
七
年
に
は
早
く
も
嵯
峨
材
末
会
社
が
設
立
明
治
四
三

年
頃
か
ら
製
材
に
電
力
が
使
用
さ
れ
る
運
び
と
な
り
、
原
木
は
北
山

か
ら
ト
ラ
ッ
ク
で
運
搬
さ
れ
西
高
瀬
川
が
そ
の
機
能
を
失
っ
た
今
日

で
も
な
お
嵯
峨
や
千
本
通
、
壬
生
地
域
は
こ
れ
ら
製
材
工
場
の
中
心

　
　
　
　
　
　
⑲

を
形
成
し
て
い
る
。
こ
の
他
嵯
峨
に
近
い
梅
津
村
に
は
明
治
三
九
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

に
当
時
京
都
唯
一
の
洋
紙
を
主
と
す
る
梅
津
製
紙
会
社
が
設
立
、
ま

た
右
京
地
域
と
い
え
ば
一
般
に
低
湿
地
で
洪
水
毎
に
被
害
を
蒙
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
五

（ユ35，）



　
　
　
　
暇
治
以
後
の
京
都
市
域
形
成
に
関
す
る
都
市
地
理
学
的
考
察
（
藤
岡
）

が
天
神
川
流
路
を
桂
川
に
注
入
せ
し
め
る
工
纂
が
昭
和
一
二
年
以
後

に
成
り
、
病
院
、
山
内
附
近
は
早
く
も
京
都
の
西
の
京
に
近
接
し
た

工
場
地
帯
を
形
成
し
、
現
在
島
津
製
作
所
の
工
場
が
列
ぶ
、
附
近
に

階
薪
京
阪
（
昭
和
三
年
七
赤
〉
の
西
院
が
あ
っ
て
、
将
来
の
京
の
西
の
玄

関
口
を
約
策
し
て
い
る
。
叉
西
方
の
太
秦
か
ら
帷
子
辻
附
近
の
低
地

一
帯
に
か
け
て
は
す
み
き
っ
た
空
気
と
静
か
な
環
境
を
利
用
し
て
早

く
か
ら
映
画
会
社
の
撮
影
所
と
な
り
、
｝
方
嵯
峨
野
の
匠
陵
周
辺
地

帯
は
現
在
多
毛
作
を
も
つ
て
著
名
な
畑
作
地
域
、
疏
菜
の
栽
培
地
域

と
な
り
、
さ
ら
に
都
心
居
住
奢
の
た
め
の
住
宅
地
域
を
も
構
成
す
る

　
　
　
　
　
⑲

に
到
っ
て
い
る
。
こ
の
他
右
京
の
工
場
地
帯
は
西
南
の
方
向
に
の
び

桂
か
ら
乙
訓
郡
の
向
日
町
、
長
岡
町
に
及
び
近
時
市
域
編
入
如
何
が

双
方
闇
の
政
治
的
問
題
と
も
関
連
し
て
話
題
を
将
来
に
残
し
て
い
る
。

　
つ
ぎ
に
南
部
地
域
の
発
展
を
み
る
に
こ
こ
に
お
い
て
は
文
緑
三
年

秀
吉
が
伏
見
桃
山
に
伏
見
城
を
築
き
、
一
時
城
下
町
が
形
成
さ
れ
、

以
後
徳
川
の
伏
見
奉
行
に
継
承
さ
れ
て
か
ら
も
京
都
に
対
す
る
外
港

と
し
て
栄
え
た
事
、
つ
ま
り
京
都
市
域
の
南
部
え
の
発
展
の
た
め
に

は
ど
う
し
て
も
、
古
い
こ
の
隠
蟹
的
な
二
つ
の
核
が
掛
合
さ
る
べ
き

運
命
に
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
伏
見
は
昭
和
四
年
市
制

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
六

実
施
後
聞
も
な
く
そ
の
ま
ま
で
伏
見
区
を
形
成
、
京
都
市
域
に
編
入

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
、
こ
の
二
つ
の
核
を
結
ぶ
も
の
は
慶
長
一
六

年
角
倉
了
以
に
よ
っ
て
計
画
実
施
せ
ら
れ
た
東
高
瀬
川
の
開
さ
く
で

あ
り
、
さ
ら
に
市
電
伏
見
線
の
…
開
通
（
明
治
二
九
年
）
、
京
阪
電
車
の

五
条
へ
の
開
通
（
明
治
四
三
年
）
に
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
迄
も
な
い
。

か
く
て
伏
見
と
京
都
の
間
に
挾
ま
れ
た
深
草
附
近
の
都
市
化
は
ま
ぬ

が
れ
ぬ
竜
の
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
と
併
行
し
て
明
治
四
一
年
に
は
第

十
六
師
団
を
始
め
と
す
る
衛
成
地
域
と
な
り
、
且
つ
伏
見
城
に
つ
ら

な
る
洪
積
丘
陵
は
早
く
も
桃
山
大
根
の
名
ぞ
著
名
な
疏
菜
の
栽
培
地

　
　
　
⑨
⑳

と
も
な
り
、
人
口
ま
た
例
え
ば
大
正
九
年
度
の
深
草
村
に
例
を
と
れ

ば
・
西
・
二
〇
人
と
鉱
・
山
科
村
の
一
〇
・
〇
九
五
人
と
共

に
都
市
型
を
示
す
に
到
っ
た
。
い
ま
大
正
一
四
年
度
に
お
け
る
人
口

一
万
入
以
上
の
京
都
府
下
の
市
町
村
を
順
次
あ
げ
て
み
る
と
六
七
・

九
万
人
の
京
都
市
を
別
と
す
れ
ば
、
伏
見
町
の
三
〇
、
五
四
四
人
、

深
草
町
一
二
、
二
〇
五
人
、
福
知
山
六
二
〇
、
一
九
一
人
制
山
科
村

一
四
、
九
六
四
人
、
綾
部
町
一
一
、
八
二
九
人
の
五
つ
が
あ
げ
ら
れ

る
が
、
準
城
下
町
出
身
の
歴
史
的
都
市
と
も
い
う
べ
き
綾
部
町
が
早

く
も
下
位
と
な
り
、
こ
の
深
草
町
が
や
は
り
城
下
町
出
身
の
福
知
汕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
阿
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の
上
位
に
位
し
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
る
の
ぞ
あ
る
、
こ
れ
よ
り
以

後
昭
和
三
年
に
は
奈
良
電
車
が
開
通
、
同
七
年
以
後
永
い
聞
封
建
都

市
京
都
を
ま
も
る
自
然
的
障
碍
と
し
て
三
っ
て
い
た
旧
計
器
池
を
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
，

と
す
る
七
百
町
歩
の
干
拓
成
り
京
都
市
域
は
山
城
盆
地
の
南
の
轟
口

に
ま
ぞ
漏
る
に
到
っ
た
の
で
あ
る
。
右
の
伏
見
と
旧
京
都
市
域
の
間

に
鋏
ま
れ
た
都
市
化
の
進
行
は
と
み
に
進
ん
だ
が
、
う
ち
ま
ず
東
寺

以
南
の
低
湿
地
は
こ
れ
ま
た
早
く
九
条
ね
ぎ
、
壬
生
菜
等
の
栽
培
地

と
し
て
名
を
あ
げ
、
吉
祥
院
附
近
の
農
家
は
今
も
な
お
根
菜
葉
菜
両

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

用
の
疏
葉
専
業
農
家
が
大
部
分
を
占
め
る
と
い
っ
た
現
状
で
あ
る
。

こ
の
低
湿
地
は
亦
一
方
に
工
場
地
域
と
し
て
も
発
展
し
た
。
す
な
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

ち
早
く
明
治
三
九
年
に
松
風
陶
器
会
社
の
設
立
を
み
た
他
、
下
京
区

域
の
現
在
の
主
要
な
工
場
（
例
え
ば
日
本
電
池
、
松
下
電
気
、
大
嗣
染
工
、

三
谷
仙
　
銅
そ
の
他
）
は
い
ず
れ
⇔
も
上
鳥
羽
、
西
九
条
、
士
口
凪
停
蔓
質
寺
旧
山
泉

都
爾
辺
の
低
地
に
集
中
し
て
い
る
有
様
で
あ
る
。
こ
れ
よ
り
先
き
市

電
の
東
福
寺
線
が
昭
和
三
年
に
…
開
通
し
（
但
し
東
福
寺
．
大
石
橋
間
は
昭

和
一
二
年
）
ま
も
な
く
今
熊
野
附
近
の
景
観
も
ま
た
都
市
的
な
も
の

に
変
じ
て
行
っ
た
。
山
科
盆
地
に
つ
い
て
は
ふ
れ
な
か
っ
た
が
東
山

丘
陵
に
よ
っ
て
へ
だ
て
ら
れ
た
こ
の
地
域
ま
た
、
昭
和
六
年
度
の
市

　
　
　
　
　
覇
治
以
後
の
京
都
市
域
形
成
に
関
す
る
都
市
地
理
学
的
考
察
（
藤
岡
）

域
編
入
に
よ
っ
て
東
山
区
と
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
の
地
が
ま

た
ふ
る
く
琵
琶
湖
。
淀
川
水
運
の
陸
上
交
通
の
要
衡
と
し
て
、
且
つ

は
蓮
如
上
人
の
山
科
本
願
寺
の
寺
内
町
と
し
て
発
達
し
た
歴
史
を
も

つ
て
い
る
。
こ
れ
よ
り
先
さ
京
津
電
車
は
大
正
元
年
に
大
津
と
京
都

の
三
条
闇
を
結
び
、
山
科
ま
た
そ
の
中
言
駅
と
な
っ
た
他
、
刑
務
所

や
鐘
紡
山
科
工
場
の
設
置
地
域
と
な
っ
た
こ
と
等
は
京
都
と
の
結
合

を
よ
り
密
接
な
ら
し
め
た
も
の
で
あ
る
．

　
　
　
　
三
　
明
治
以
後
の
京
都
の
都
市
圏
の

　
　
　
　
　
構
造
と
そ
の
変
遷

　
以
上
に
よ
っ
て
明
治
以
後
に
お
け
る
市
域
の
変
遷
と
景
観
変
貌
の

地
域
的
概
略
が
明
か
に
な
っ
た
こ
と
と
思
う
。
し
か
ら
ば
本
項
で
は

之
等
を
基
礎
と
し
て
、
明
治
後
の
京
都
市
域
の
拡
大
と
都
市
圏
の
構

造
的
吟
味
を
考
察
し
て
み
よ
う
。
都
市
圏
の
設
定
に
は
種
々
な
る
基

準
が
用
い
ら
れ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
都
市
社
会
学
者
た
る
ク
イ
ー
ン
及

び
同
地
理
学
者
卜
1
一
、
ス
は
都
市
で
あ
る
こ
と
の
基
準
と
し
て
大
き

な
公
共
建
築
物
の
集
合
所
で
あ
る
こ
と
、
大
都
市
は
し
ば
し
ば
人
口

の
さ
ら
に
密
集
し
た
．
．
μ
5
①
窪
。
℃
o
｝
島
影
象
も
・
鐸
｛
9
、
、
を
有
す
る
こ
と
、

入
口
密
度
が
大
で
あ
る
こ
と
、
工
業
化
が
進
み
農
業
人
購
の
少
い
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
七
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贋
溶
以
後
の
京
都
市
域
形
成
に
関
す
る
都
市
地
理
学
的
考
察
（
藤
岡
）

と
、
各
種
の
隅
体
組
織
を
有
す
る
こ
と
、
住
宅
様
式
が
異
る
こ
と
、

労
働
分
化
の
微
細
化
、
社
会
的
接
触
の
場
所
、
異
質
性
の
集
合
体
、

こ
れ
ら
を
結
合
し
た
o
o
三
）
δ
覧
嘗
や
彰
。
σ
ま
け
団
が
都
市
に
は
流

れ
て
い
る
こ
と
を
指
導
し
て
お
り
、
臼
本
で
屯
ま
た
同
じ
様
な
ク

リ
テ
リ
ア
が
と
ら
れ
て
い
る
。
他
に
デ
ィ
ツ
キ
ン
ソ
ン
ま
た
ひ
と
り

ア
メ
リ
カ
の
み
ノ
し
な
く
、
歴
史
の
古
い
ヨ
ー
醤
ッ
パ
の
市
域
（
O
津
宰

閃
。
讐
。
昌
）
に
例
を
あ
げ
て
d
、
脱
ぴ
鶏
回
0
9
習
習
①
図
の
各
種
の
社
会
経
済

　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

的
構
造
を
分
析
し
て
い
る
。
　
一
般
に
大
都
市
圏
中
に
は
か
る
複
合
性

の
す
べ
て
を
持
ち
合
さ
な
く
て
も
そ
の
一
部
を
有
し
、
し
か
も
都

市
に
結
ば
れ
て
い
る
農
村
一
通
鴬
近
郊
村
と
呼
ぶ
一
を
も
こ
の
中

に
包
括
せ
し
め
て
い
る
。
こ
の
近
郊
村
を
取
巻
い
て
さ
ら
に
外
周
に

は
ヒ
ン
タ
ー
ラ
ン
ド
げ
か
形
成
碑
¢
れ
，
て
い
ワ
⑳
。
　
郊
野
や
・
ヒ
ン
タ
ー
ラ
ン

ド
は
も
と
よ
り
都
市
域
そ
の
も
の
で
は
な
い
が
大
都
市
圏
形
成
の
重

要
な
因
子
ぞ
は
あ
る
。
京
都
の
場
合
し
か
わ
ば
か
か
る
大
都
市
圏
の

形
成
は
い
か
に
し
て
成
立
し
て
行
っ
た
で
あ
ろ
う
か
、
こ
と
に
行
政

的
な
京
都
市
域
内
に
お
け
る
各
時
期
毎
の
都
市
圏
の
構
造
如
何
を
市

域
編
入
と
関
聯
づ
け
て
改
め
て
考
え
て
み
た
い
と
恩
う
。
最
初
主
と

し
て
人
口
密
度
を
ク
リ
テ
リ
ア
に
お
い
て
淑
考
ん
で
み
る
、
何
故
な
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
八

ば
人
口
密
度
は
土
地
に
お
け
る
人
間
活
動
の
姿
を
た
ん
て
き
に
示
す

具
体
的
な
ア
ー
バ
沖
融
ー
シ
ヨ
ン
の
一
指
標
た
り
う
る
か
ら
で
あ
る
。

　
い
ま
市
域
形
成
に
お
け
る
第
一
期
を
代
表
す
る
も
の
と
し
て
朋
治

四
二
年
度
を
取
り
上
げ
、
第
二
期
と
し
ぞ
は
大
正
七
年
及
び
昭
和
五

年
度
を
、
さ
ら
に
昭
和
一
〇
年
度
を
も
つ
て
第
三
期
を
代
表
す
る
も

の
、
最
後
に
第
四
期
を
示
す
も
の
と
し
て
昭
和
ご
二
一
二
五
年
度
の

布
域
並
び
に
そ
の
周
辺
の
人
口
密
度
を
取
り
あ
げ
た
。
こ
れ
ら
の
具

体
的
な
様
子
は
既
掲
の
第
一
図
及
び
第
二
図
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ

る
。
い
ず
れ
の
場
合
ぞ
屯
人
口
密
度
一
〇
〇
〇
入
以
上
、
九
九
九
入

一
五
〇
〇
人
、
四
九
九
人
…
三
〇
〇
人
、
二
九
九
人
－
一
〇
〇
人
、

一
Q
O
以
下
の
五
階
級
に
区
分
し
た
．
ま
ず
当
時
の
市
域
周
辺
か
ら

考
察
す
る
に
第
一
期
に
あ
っ
て
は
人
口
密
度
の
極
め
て
高
値
な
る
こ

と
が
注
目
せ
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
面
積
僅
小
な
野
口
、
柳
原
両
町
の

五
千
人
以
上
を
例
外
と
し
て
も
な
お
い
ず
れ
も
が
千
人
以
上
の
数
値

を
示
し
、
就
中
葛
野
郡
の
朱
雀
野
、
大
内
両
村
、
愛
宕
郡
の
鞍
馬
口
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

田
中
両
界
は
二
千
人
以
上
と
な
る
。
反
対
に
一
〇
〇
人
以
下
は
も
之

よ
り
、
三
〇
〇
人
以
下
も
な
い
。
つ
ぎ
に
大
正
七
年
度
の
市
域
拡
大

時
直
後
に
つ
い
て
み
る
。
個
々
の
数
値
は
註
⑳
…
に
示
す
が
如
く
ぞ
あ

（　138　）
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第2図　各期におり’る市域並びに周辺の人口密炭

る
が
、
当

時
一
千
人

以
上
の
も

の
と
い
え

ば
紀
伊
郡

の
伏
見
町

を
例
外
と

す
れ
ば
葛

野
郡
の
西

院
村
と
紀

伊
郡
の
竹

田
村
、
深

草
町
が
あ

る
に
す
ぎ

な
い
。
通

じ
て
五
〇

〇
人
以
上

の
地
帯
は

朋
治
以
後
の
京
都
市
域
形
、
旗
に
闘
す
る
都
市
地
理
学
的
考
察
（
藤
岡
）

三
九

（　139．　）



　
　
　
　
　
盟
治
以
後
の
京
都
霧
域
形
成
に
関
す
る
都
市
地
理
単
的
考
察
（
藤
岡
Y

・
市
域
の
西
演
戯
に
集
り
、
第
二
期
の
人
口
密
度
の
重
心
が
盆
地
の
東

北
隅
に
あ
っ
た
の
と
対
照
を
示
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
同
じ
第
二
期

で
も
昭
和
六
年
度
の
市
制
実
施
の
前
年
た
る
昭
和
五
年
度
に
は
一
隻

人
以
上
の
区
域
が
可
成
り
増
加
し
て
い
る
．
西
院
の
四
、
六
七
五
人

を
最
高
と
し
、
北
か
ら
花
園
、
太
秦
、
京
極
、
吉
祥
院
、
上
鳥
羽
、

竹
田
、
深
草
、
堀
内
の
二
村
が
あ
げ
ら
れ
る
。
ま
た
増
加
の
比
率
も

通
じ
て
西
南
地
域
に
著
し
く
、
一
方
こ
の
僅
か
一
・
二
年
の
聞
に
密

慶
値
の
こ
倍
以
上
に
増
加
し
た
も
の
と
し
て
は
、
修
学
院
、
花
園
、

太
秦
、
衆
院
、
吉
祥
院
、
竹
田
、
堀
内
、
醍
醐
の
諸
村
が
あ
げ
ら
れ

る
。
し
か
し
一
方
昭
和
五
年
当
時
に
も
な
お
二
〇
〇
人
に
充
た
な
い

村
が
あ
り
、
上
賀
茂
、
大
宮
両
村
が
、
明
治
後
に
較
べ
て
む
し
ろ
人

口
が
減
少
し
て
い
る
の
を
始
め
、
松
尾
村
は
一
七
六
人
、
嵯
峨
町
ま

た
そ
の
面
積
の
広
大
な
た
め
に
大
正
七
年
度
に
は
一
七
五
入
、
昭
和

五
年
度
で
も
二
七
四
人
と
な
っ
て
い
る
。
つ
ぎ
に
第
三
期
の
昭
和
十

年
度
に
つ
い
て
み
る
、
こ
の
年
に
倉
庫
に
市
域
が
拡
大
し
て
い
る
た

め
に
、
市
域
に
接
し
た
町
村
中
人
獄
密
度
に
お
い
て
一
千
人
以
上
を

越
え
る
も
の
は
皆
無
ぞ
あ
り
、
漸
く
西
南
隅
地
域
で
五
〇
〇
人
以
上

の
地
帯
が
み
ら
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。
す
な
わ
ち
乙
訓
郡
の
久
世
、
向

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
〇

鼠
町
、
薪
神
足
等
で
あ
り
、
昭
和
二
二
年
度
は
こ
れ
ら
の
地
域
は
既

に
一
〇
〇
〇
人
以
上
と
な
り
他
に
新
設
の
長
岡
町
が
五
五
五
人
、
字

治
市
ま
た
五
六
四
人
と
な
っ
て
大
京
都
の
南
辺
に
接
し
て
い
る
。
し

か
る
に
一
方
北
辺
地
域
に
あ
っ
て
昭
和
一
〇
年
度
に
て
も
な
お
例
え

ば
雲
ケ
畑
、
静
市
野
、
鞍
馬
、
小
野
郷
の
諸
職
等
一
〇
〇
人
以
下
の

地
域
が
市
域
に
接
し
、
こ
れ
ら
の
諸
村
は
昭
和
二
三
年
以
後
の
市
域

編
人
熱
前
ま
で
も
な
お
こ
れ
に
近
い
数
値
を
示
し
て
い
る
。

　
以
上
に
よ
っ
て
各
時
期
毎
の
京
都
市
域
拡
大
前
後
に
お
け
る
市
域

周
辺
部
の
人
口
密
度
の
変
化
が
ほ
ぼ
明
か
に
せ
ら
れ
た
こ
と
と
思
う
。

之
を
要
約
す
る
な
ら
ば
人
口
密
度
に
関
す
る
限
堕
、
そ
の
重
心
が
最

初
は
市
域
の
東
北
部
に
み
ら
れ
た
の
が
次
第
に
西
南
部
に
移
行
し
つ

つ
あ
る
現
状
が
知
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
前
節
に
み
た
景

観
変
貌
の
進
行
状
態
や
後
述
す
る
工
場
の
分
布
と
も
一
致
す
る
も
の

ぞ
あ
る
こ
と
は
注
意
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
事
実
人
口
が
集
中
し
密

度
が
大
と
な
る
こ
と
は
都
市
化
の
い
ち
ぢ
る
し
い
証
拠
で
あ
り
、
具

体
的
に
は
工
場
や
住
宅
地
そ
の
他
い
わ
い
る
都
市
的
建
物
の
増
加
を

意
味
し
て
い
る
の
で
あ
る
．
こ
の
よ
う
な
地
域
が
市
域
に
編
入
ざ
れ
、

都
市
域
の
自
然
的
拡
大
を
み
る
の
は
当
然
で
あ
る
が
、
　
一
方
昭
和
六

（ユ40）



年
頃
以
後
す
な
わ
ち
第
三
期
以
後
の
首
府
と
し
て
は
、
人
口
密
度
が

示
す
が
如
く
、
都
市
的
な
ら
ざ
る
地
域
の
市
域
編
入
が
注
目
せ
ら
れ

る
ご
と
で
あ
る
コ
一
方
市
域
自
身
に
つ
い
て
い
え
ば
行
政
的
な
市
域

の
拡
張
に
伴
っ
て
人
口
密
度
の
数
値
が
次
第
に
減
少
す
る
傾
向
を
と

る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。
具
体
的
に
い
え
ば
京
都
市
域
の
人
口
密
度

は
大
正
七
年
の
市
域
拡
張
直
前
た
る
大
正
六
年
置
一
七
、
九
九
四
人

の
最
高
値
を
最
後
と
し
て
第
二
図
に
も
示
し
た
如
く
、
次
第
に
減
じ
、

こ
と
に
乙
訓
郡
の
入
口
稠
密
な
久
我
、
羽
束
師
両
為
合
併
の
昭
和
二

五
年
直
前
の
京
都
市
は
僅
か
に
一
、
九
六
七
人
と
い
う
数
値
を
示
す

こ
と
で
あ
る
、
而
し
て
こ
れ
ら
が
江
上
の
日
本
都
市
の
著
る
し
い
傾

向
で
あ
る
こ
と
は
最
初
に
も
述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
、

　
し
か
ら
ば
い
ま
右
の
人
口
密
度
の
五
階
級
に
つ
い
て
仮
り
に
一
工

人
以
上
を
都
市
化
せ
ら
れ
た
周
辺
地
域
（
⇔
笹
§
嘱
旨
嶺
①
）
五
〇

〇
入
以
上
を
準
周
辺
地
域
　
（
ω
戸
き
霞
σ
茸
｝
ッ
吋
ぎ
α
q
①
）
　
一
〇
〇
人
以

下
を
自
然
地
域
な
い
し
後
背
地
（
り
自
麟
叶
ρ
噌
笛
一
　
〉
図
O
詳
O
H
　
甲
山
［
｛
同
μ
け
①
H
H
帥
鮮
日
貿
μ
）

の
指
標
と
す
る
な
ら
ば
ハ
人
口
密
度
に
つ
い
て
い
え
ば
京
都
市
域
形

成
時
に
お
け
る
第
一
期
に
は
行
政
的
新
市
域
形
成
前
後
に
あ
っ
て
亀

ほ
ぼ
都
市
を
中
心
と
し
た
同
心
円
的
な
正
規
な
圏
構
造
が
成
立
し
て

　
　
　
　
明
治
以
後
の
京
都
市
域
形
成
に
関
す
る
都
市
地
理
学
的
考
察
（
藤
岡
）

い
た
の
に
脅
し
、
第
二
期
す
な
わ
ち
大
正
七
年
度
の
場
合
市
域
形
成

直
前
は
な
お
都
市
域
を
中
心
と
し
て
、
ほ
ぼ
同
心
円
状
に
周
辺
地
域

や
準
周
辺
地
域
即
ち
郊
村
を
ふ
く
み
、
さ
ら
に
自
然
地
域
が
外
周
を

取
り
囲
ん
で
い
た
の
に
対
し
、
市
域
形
成
と
同
時
に
盆
地
の
北
方
部

は
直
ち
に
市
域
が
自
然
地
域
に
接
す
る
と
い
う
修
正
さ
れ
た
形
を
と

り
、
こ
れ
は
昭
和
六
年
度
の
第
三
期
の
市
域
形
成
直
前
に
お
い
て
漸

く
回
復
さ
れ
ん
と
し
た
が
、
そ
れ
で
も
な
お
盆
地
の
北
隅
及
び
東
方

は
北
山
及
び
東
山
山
塊
と
い
っ
た
自
然
的
障
害
も
あ
っ
て
圏
構
造
に

異
変
を
あ
た
え
た
。
以
後
第
三
、
第
四
期
を
通
じ
て
は
か
か
る
閉
曲

せ
ら
れ
た
圏
構
造
が
人
為
的
合
併
に
よ
る
結
果
市
域
自
身
の
中
に
も

ち
こ
も
れ
、
共
に
直
接
に
は
準
周
辺
及
び
自
然
地
域
で
と
り
か
こ
ま

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
乙
訓
郡
の
向
日
町
の
み
は
種

々
の
事
情
で
京
都
市
域
に
編
入
さ
れ
ず
ア
ー
バ
ン
フ
リ
ン
ジ
の
型
を

示
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

　
右
は
人
口
密
度
の
み
に
う
き
、
し
か
も
市
域
の
周
辺
の
み
を
問
題

に
し
て
取
上
げ
た
の
で
あ
る
が
、
既
述
の
如
く
都
市
圏
設
定
の
指
標

に
は
も
と
よ
り
か
か
る
閥
接
的
な
も
の
の
み
で
不
充
分
で
あ
る
こ
と

は
い
う
ま
ぞ
も
な
い
。
何
故
か
な
ら
ば
人
口
密
度
の
増
加
は
、
工
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
一

（　1・・ll　）



　
　
　
　
明
治
以
後
の
京
都
市
域
形
成
に
関
す
る
都
市
地
理
単
的
考
察
（
藤
岡
）

化
の
結
果
お
こ
る
人
口
の
移
動
的
増
加
を
示
す
場
合
が
多
い
か
ら
で

あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
工
場
そ
の
博
い
わ
い
る
都
市
施
設
の
分
布
増

加
の
様
子
を
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
そ
れ
と
共
に
一
方
都
市

化
は
既
存
の
農
村
に
お
け
る
非
都
市
的
状
態
を
し
て
、
都
市
的
状
態

に
変
化
せ
し
め
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
場
合
例
い
人
口
の
増
加
を
み

な
く
て
も
既
設
の
農
村
的
施
設
や
農
村
の
社
会
的
構
造
に
変
化
が
加

え
ら
れ
ば
よ
い
こ
と
に
な
る
。
纂
実
京
都
は
農
業
人
口
中
、
疏
菜
専

業
農
家
数
が
多
く
、
水
田
面
積
に
お
い
て
も
二
毛
作
以
上
の
田
が
多

⑳く
、
畑
地
面
積
が
耕
地
の
減
少
化
に
も
不
拘
あ
ま
り
変
化
を
示
さ
な

い
こ
と
、
そ
の
他
自
由
公
務
業
者
の
比
率
が
多
い
こ
と
も
特
殊
都
市

と
し
て
の
性
格
を
示
す
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
場
合
の
都
市
圏
の
決
定

に
は
ま
た
具
体
的
に
は
集
約
的
な
疏
菜
栽
培
の
範
囲
、
各
種
工
業
以

外
の
都
市
施
設
、
交
通
機
関
の
利
用
野
帳
、
即
ち
通
勤
範
囲
、
そ
の

他
山
尿
汲
取
配
給
圏
等
が
問
題
に
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
の

或
者
に
つ
い
て
は
既
に
前
項
の
景
観
の
変
貌
に
お
い
て
も
ふ
れ
た
が
、

他
に
薦
菜
生
産
地
や
執
筆
汲
取
配
給
圏
に
つ
い
て
は
、
既
に
宮
出
帆

　
　
　
　
　
⑳

雄
、
橋
本
元
等
の
研
究
が
あ
る
。
殊
に
後
者
の
研
究
を
通
じ
て
知
ら

れ
る
京
都
市
の
廉
溌
墨
期
範
囲
及
び
十
弗
の
栽
培
は
大
休
照
和
六
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
二
、

の
市
域
合
併
地
域
を
そ
の
ヒ
ン
タ
ー
ラ
ン
ド
と
の
境
と
す
る
様
で
あ

る
。
即
ち
四
里
以
内
の
地
域
で
は
市
灰
尿
使
用
量
の
六
七
％
以
上
を

占
め
ま
た
疏
菜
作
付
反
別
の
耕
地
面
積
に
対
す
る
割
合
は
市
内
の
農

業
地
に
お
い
て
は
八
二
、
三
％
、
一
里
以
上
二
里
以
内
で
は
四
五
％

を
占
め
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
他
に
廉
尿
汲
取
圏
の
み
に
つ

い
て
い
え
ば
昭
和
二
三
年
以
後
の
市
域
編
入
の
左
京
地
域
、
さ
ら
に

東
方
で
は
大
津
市
周
辺
地
域
、
西
方
で
は
亀
岡
地
域
迄
が
サ
ブ
・
ア

ー
バ
ン
フ
リ
ン
ジ
に
入
れ
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
一
方
林
業
に
お
い

て
も
中
川
村
が
北
山
丸
太
の
製
材
供
給
地
、
即
ち
都
市
化
の
早
い
山

村
と
し
て
指
適
さ
れ
、
結
局
こ
れ
ら
右
に
み
た
入
口
型
か
ら
の
ア
ー

バ
ン
フ
リ
ン
ジ
が
他
の
方
｝
圓
か
ら
は
サ
グ
ァ
ー
ブ
ス
を
形
成
し
て
い

る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
つ
ぎ
に
交
通
機
関
と
し
て
の
市
営
バ
ス
の
営

業
路
線
の
延
長
に
つ
い
て
み
る
に
昭
和
四
年
に
は
四
三
。
九
二
粁
で

あ
っ
た
も
の
が
一
〇
年
後
に
は
六
七
・
五
二
粁
、
二
三
年
度
に
は
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

七
・
四
六
粁
、
現
在
で
は
一
一
一
・
一
章
と
な
り
、
こ
れ
の
み
を
あ

げ
る
と
市
域
拡
張
と
比
例
し
て
そ
の
数
値
が
増
大
き
れ
都
市
化
が
順

調
に
進
行
し
て
遂
に
市
域
全
体
に
附
し
た
如
く
考
え
ら
れ
る
。
け
だ

し
市
バ
ス
の
敷
設
は
ア
！
バ
ニ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
先
駆
を
な
す
か
ら
ぞ

（142）



　　　第3図　京都における工場の分布地域

A．明治44年当時の工揚の分布（従業員10入以上）｛
B．昭和27年〃　　　　　　　（〃　　50人以上）

うとなれ無しは線車郊バす線る後とがも
まはいて化も必以の，外ス如が等述よ’あ
でいこいさ都ず応仁電やく十時すりもる

も
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
市
電
の
軌
道
延
長
は
そ
れ
が
都

市
的
建
物
の
立
ち
列
ぶ
市
街
地
を
通
過
す
る
だ
け
に
、
都
市
域
拡
張

の
実
質
を
示
す
が
如
く
で
あ
る
。
即
ち
そ
の
増
加
数
は
次
表
の
ご
と

く
な
り
、
二
二
年
度
を
最
後
と
し
て
市
域
の
拡
張
に
も
不
拘
、
殆
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
⑤

ど
増
加
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
工
場
の
設
置
に
つ
い

9．2km

40．2

47．2

110．0

140．1

149．7

1f

明治32

　tt　42

大正8

昭和4

　tf　1〈1

22
@
2
5

朋
柏
以
後
の
京
都
市
域
形
成
に
欄
す
る
都
市
地
理
学
約
考
察
ハ
藤
岡
）

て
い
っ
て
も
同
様
で
、
工
場
数

の
増
「
加
は
著
し
く
、
明
治
三
二

年
当
時
二
〇
三
で
あ
っ
た
も
の

が
二
四
年
度
に
は
九
、
三
二
八
、

ご
五
年
度
に
は
一
万
以
上
と
な

っ
て
い
る
。
従
業
員
五
〇
人
以
下
の
小
規
模
工
場
が
そ
の
大
部
分
を

占
め
る
の
で
あ
り
、
そ
の
性
質
上
伝
統
的
な
紡
織
工
業
が
卓
越
す
る

の
で
あ
る
が
、
い
ま
仮
り
に
明
治
四
四
年
に
つ
い
て
は
従
業
員
一
〇

人
以
上
、
昭
和
二
七
年
度
現
在
に
つ
い
て
は
同
じ
く
五
〇
人
以
上
の

工
場
の
区
域
別
一
覧
を
示
せ
ば
夫
々
註
鋤
及
び
、
⑱
の
如
く
な
り
、

之
を
分
布
図
に
示
す
と
第
三
図
A
及
び
B
の
如
く
な
る
。
前
者
に
つ

い
て
は
そ
の
過
半
数
を
紡
織
が
占
め
、
し
か
も
旧
上
京
区
域
に
集
中

す
る
有
様
が
知
ら
れ
よ
う
。
之
に
対
し
て
後
者
に
あ
っ
て
は
紡
織
工

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
三

（　143　）



　
　
　
　
　
明
恰
以
後
の
京
都
市
域
形
成
に
関
す
る
灘
市
地
理
学
的
考
察
（
藤
陶
）

業
の
占
め
る
比
率
は
約
三
分
の
一
と
な
り
、
金
属
、
機
械
、
化
学
等

近
代
工
業
が
増
加
し
、
し
か
も
そ
れ
が
前
項
で
も
述
べ
た
よ
う
に
下

京
区
の
上
鳥
羽
や
吉
祥
院
、
東
西
両
九
条
を
中
心
と
し
た
地
域
さ
ら

に
右
京
区
南
部
に
集
中
し
、
一
部
は
乙
訓
郡
の
向
日
町
や
長
岡
町
に

5

飛
礫

ら

40ttr

笏雛
総，1墜

懲
、

レノ’uV

鉄
　
　
ず
瞬
婁
騙

灘
鱗

；
趙
数
ψ

　
ノ＼

｛
ノ
」

t罰

礎

斧
　
　
翁

郷

ぞ／級

玉

t
ワ

、
／

　
　
　
ノ
ノ

轟
隔
。
メ

繋
・
ノ

第4図大阪駅を中心とする等時線

及
ぶ
こ
と
が
知
ら
れ
る
ぞ
あ
ろ
う
。
工
場
分
布
を
指
標
と
し
た
場
合

の
京
都
の
都
市
圏
の
拡
大
は
、
か
く
て
既
述
の
人
口
密
度
め
そ
れ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
点

軌
を
一
に
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
、
こ
れ
を
等
時
線
に
つ
い
て

い
っ
て
も
同
様
で
京
都
駅
か
ら
京
都
府
東
北
端
ま
で
は
四
時
間
以
上

を
要
し
、
二
時
閤
以
上
の
等
時
線
が
バ
ス
道
路
に
沿
っ
て
北
方
や
東

北
方
へ
、
さ
ら
に
汽
車
の
山
陰
線
に
沿
っ
て
は
西
方
へ
と
突
出
を
示

す
以
外
に
は
市
街
地
に
近
く
走
り
一
時
聞
以
内
の
地
域
が
ほ
ぼ
大
正

七
年
度
の
市
域
に
、
さ
ら
に
昭
和
六
年
度
の
市
域
に
あ
っ
て
は
大
体

一
時
闇
な
い
し
一
時
聞
半
線
が
西
北
の
山
地
部
に
突
撫
す
る
こ
と
が

知
ら
れ
る
。
一
方
第
四
図
に
示
す
ご
と
く
大
阪
駅
を
中
心
と
し
た
等

時
線
を
描
い
て
み
て
も
一
時
闇
線
が
旧
布
域
の
西
南
一
帯
を
包
括
す

る
こ
と
と
な
り
、
昭
和
六
年
度
の
市
域
の
一
部
は
結
局
京
都
の
サ
ヴ

ァ
ー
ブ
ス
や
ア
ー
バ
ン
フ
リ
ン
ジ
で
あ
り
乍
ら
、
大
阪
の
サ
バ
ァ
ー

ブ
ス
や
ア
ー
バ
ン
フ
リ
ン
ジ
を
も
形
成
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で

あ
る
。
京
都
の
場
合
市
域
拡
張
に
も
不
掬
、
完
全
な
都
市
域
は
大
正

七
年
度
か
ら
昭
和
六
年
度
に
到
る
市
域
で
あ
り
、
こ
れ
を
中
心
と
し

て
等
時
線
で
示
さ
れ
る
が
如
き
閉
博
し
た
西
南
に
中
心
を
も
つ
同
心

円
的
成
層
構
造
を
な
す
こ
と
が
知
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
こ
の

都
市
域
は
一
方
山
城
盆
地
に
お
け
る
沖
積
平
野
や
、
そ
れ
を
取
り
囲

む
洪
積
丘
陵
、
具
体
的
に
標
高
で
示
せ
ば
盆
地
床
と
の
比
高
単
数
拾

（　1，14　）
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　　　　　　第5図　京都及び大阪の市域並びに都市構造の変遷

一1欄騰鱒鯨油牌黒議1

明
治
以
後
の
京
都
市
域
形
成
に
関
す
る
都
市
地
理
学
的
考
察
（
藤
岡
）

米
で
か
こ
ま
れ
た
地
帯
と
も
一
致
す
る
こ
と
に
な
る
の
で

あ
る
。
い
ま
以
上
に
論
述
し
た
大
都
市
圏
形
成
の
様
子
並

び
に
現
状
を
綜
合
し
て
理
論
的
に
示
す
と
第
五
図
の
如
く

な
る
。
A
は
市
域
の
拡
大
が
そ
の
ま
ま
質
的
な
都
市
化
の

結
果
だ
と
考
え
た
場
合
で
あ
り
、
8
は
以
上
の
結
果
を
参

照
し
て
之
に
幾
分
修
正
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
　
（
倶
し

斜
線
は
都
市
化
せ
ら
れ
た
部
分
、
太
く
え
が
い
た
円
は
市
域
を
示

す
。
β
の
揚
合
祭
と
よ
η
成
層
と
は
い
い
乍
ら
げ
ん
み
つ
な
円
を

な
さ
ず
地
形
的
障
壁
や
交
逼
綱
の
具
合
に
よ
っ
て
閉
曲
さ
れ
る
こ

と
は
い
う
ま
で
も
な
い
．
）
こ
れ
に
よ
れ
ば
市
域
の
拡
大
を

み
れ
ば
み
る
ほ
ど
、
叉
成
層
圏
の
外
周
に
到
る
ほ
ど
質
的

変
化
が
な
く
、
京
都
の
場
合
昭
和
六
年
以
後
に
は
既
に
ア

ー
バ
ン
、
　
フ
リ
ン
ジ
押
か
ぬ
巾
n
域
に
入
h
乙
ご
二
年
以
瓦
後
に
■
あ
’
つ

て
は
ヒ
ン
タ
ー
ラ
ン
ド
が
市
域
に
ふ
く
ま
れ
る
様
子
が
明

か
と
な
る
。
さ
ら
に
同
図
C
は
大
阪
を
中
心
と
し
た
圏
構

造
の
想
定
図
で
あ
る
。
こ
の
場
合
は
既
に
第
二
期
に
あ
っ

て
、
尼
崎
や
堺
の
ご
と
き
が
郊
村
中
の
衛
星
都
市
と
し
て

巨
大
都
市
に
吸
引
さ
れ
、
更
に
第
三
期
以
後
は
、
も
と
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
習
五

（ユ45）



　
　
　
　
　
町
恰
以
後
の
点
出
市
城
形
成
に
関
す
る
郷
市
地
理
学
的
考
察
（
藤
町
）

ア
ー
バ
ン
プ
ゾ
ン
ジ
に
多
く
の
機
能
を
有
し
た
都
市
が
中
心
都
市
の

衛
星
都
市
と
な
っ
て
吸
引
さ
れ
て
い
る
様
子
が
明
か
で
あ
る
。
京
都

に
お
け
る
都
市
重
心
の
西
南
え
の
移
動
は
、
京
都
が
ま
た
他
の
衛
星

都
市
と
同
様
な
性
格
を
あ
ら
わ
し
始
め
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
各

衛
星
都
市
が
周
辺
に
ま
た
自
己
の
成
層
圏
を
形
成
し
て
威
長
し
て
行

く
こ
と
は
既
に
述
べ
た
京
都
の
場
合
と
同
様
で
あ
り
、
や
が
て
各
都

市
の
ア
ー
バ
ン
フ
リ
ン
ジ
は
巨
大
都
市
の
最
外
側
の
共
通
し
た
周
辺

部
を
構
｛
夙
す
る
こ
と
を
暗
示
せ
し
め
る
様
で
あ
る
。
そ
の
場
合
の
宇

　
　
　
　
　
　
　
⑳

治
市
が
占
め
る
位
置
は
極
め
て
興
味
あ
る
竜
の
に
な
る
だ
ろ
う
。

四
　
む
　
す
　
び

　
以
上
に
よ
っ
て
明
治
以
後
の
京
都
の
都
市
圏
の
構
造
が
ほ
日
明
か

に
な
っ
た
が
、
こ
の
最
後
の
大
阪
、
の
場
合
と
の
構
造
上
の
比
較
に
関

し
て
は
稿
を
改
め
て
論
じ
る
つ
も
り
で
あ
る
。
ひ
と
り
大
阪
と
い
わ

ず
口
本
の
四
大
工
業
地
帯
に
お
け
る
都
市
の
形
成
は
市
域
拡
張
と
併

行
し
て
そ
の
周
辺
に
衛
星
都
市
を
形
成
す
る
こ
と
を
も
っ
て
特
徴
と

す
る
。
し
か
も
既
述
の
ご
と
く
こ
の
衛
星
都
市
自
身
が
右
の
京
都
で

み
た
場
合
の
よ
う
な
進
化
を
つ
づ
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
巨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
里
ハ

大
都
市
は
衛
星
都
市
を
そ
の
大
都
市
圏
の
一
環
と
し
て
包
括
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
さ
ら
に
大
き
な
複
合
成
層
圏
を
形
成
す
る
の
で
あ
る
。

具
体
的
に
い
え
ば
、
衛
星
都
市
の
周
辺
地
帯
は
自
己
の
都
市
に
養
わ

れ
て
拡
大
し
乍
ら
、
　
一
方
巨
大
都
市
に
結
び
つ
く
傾
向
を
と
っ
て
い

る
つ
か
か
る
意
味
で
の
現
在
京
都
の
も
つ
大
阪
の
衛
星
都
市
的
性
絡

に
つ
い
て
は
、
な
お
多
く
の
論
ず
べ
き
も
の
を
も
っ
て
い
る
が
、
今

は
た
だ
例
え
ば
昭
和
二
二
年
度
即
ち
第
三
期
に
お
け
る
京
都
の
盗
区

別
職
業
別
人
口
を
註
記
に
示
し
て
筆
者
の
企
図
す
る
目
的
の
一
端
を

暗
示
す
る
に
と
ど
め
て
お
く
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
自
由
業
が
左
京
及
び

上
京
区
に
最
も
多
く
、
し
か
も
左
京
区
の
み
に
つ
い
て
い
幻
ば
自
由

業
が
職
業
順
位
か
ら
は
第
三
位
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

し
か
も
こ
れ
ら
の
一
々
に
つ
い
て
吟
味
す
る
と
、
そ
の
い
ず
れ
も
が

勤
先
を
京
都
に
も
つ
も
の
の
み
で
は
な
く
て
大
阪
に
も
つ
者
も
少
く

な
い
の
で
あ
る
。
朝
夕
に
お
け
る
北
白
川
や
野
々
神
町
面
訴
バ
ス
の

ラ
ッ
シ
ェ
ア
ワ
ー
が
之
を
具
体
的
に
示
し
て
い
る
、

　
之
を
要
す
る
に
明
治
後
の
西
陣
織
の
歴
奥
を
実
は
干
年
の
古
都
京

都
自
身
が
示
し
て
お
り
、
そ
の
姿
を
次
第
に
近
代
的
な
も
の
に
変
貌

せ
し
め
ん
と
し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
ろ
う
、
ひ
と
り
．
京
都
と
い
は

（エ46）



ず
小
規
模
な
が
ら
雑
本
の
ゆ
わ
い
る
歴
史
的
都
市
は
い
ず
れ
も
都
市

形
成
上
京
都
に
類
似
し
た
性
格
を
も
つ
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
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日
本
都
市
連
盟
「
日
本
都
市
年
鑑
」
　
（
昭
和
二
八
年
）

同
　
右

森
須
美
衛
、
北
山
凹
目
邉
市
町
村
の
地
域
性
（
「
地
評
一
二
山
ハ
の
別
冊
、
一
九
五
三
）

ω
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H
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”
虐
μ
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毛
。
出

国
艮
。
勺
窪
掌
Ω
ぞ
同
り
鶏
（
o
ぎ
℃
・
日
）
　
木
内
信
蔵
、
　
「
都
市
地
理
学
研

究
」
（
昭
和
二
六
年
）
拙
稿
、
巨
大
都
市
と
衛
星
都
市
（
「
日
本
新
地
理
大

系
、
河
掲
書
房
　
昭
和
二
八
年
）
磯
村
英
一
、
　
「
都
市
社
会
学
」
　
（
昭
和

二
八
年
）

京
都
市
役
所
「
京
都
布
勢
統
計
年
鑑
」
　
（
昭
和
二
七
年
）
及
び
「
京
都
市

政
要
覧
」
　
（
一
九
五
三
年
・
上
）

寺
尾
宏
二
　
明
治
初
期
コ
兄
都
経
済
史
」
昭
和
一
八
年

農
商
務
省
「
工
揚
通
覧
」
　
（
明
治
四
四
年
）
を
み
る
と
工
揚
数
の
多
い
点

で
は
京
都
は
東
京
に
次
い
で
第
二
位
と
な
っ
て
い
る
。
中
で
も
今
日
の
左

京
。
上
京
地
域
（
当
時
の
上
京
）
が
絶
対
数
が
最
大
で
あ
り
、
左
京
で
は

他
に
岡
峰
村
に
「
帝
国
製
糸
株
式
会
社
」
（
明
治
四
〇
年
設
立
、
従
業
員
七
　
・

八
三
人
）
、
「
野
村
撚
糸
工
揚
」
、
田
申
村
に
「
杉
浦
友
仙
工
場
」
（
明
治
四

二
年
設
立
）
が
輩
帽
名
な
も
の
で
あ
る
。

「
京
都
大
学
一
覧
」
そ
の
斜
文
爵
一
部
史
等
に
設
立
当
時
の
景
観
の
叙
述
が

み
ら
れ
る
。

菊
田
太
郎
　
「
京
都
市
に
お
け
る
疏
菜
栽
培
の
変
蓬
に
つ
い
て
　
（
「
生
産
立

　
　
　
明
治
以
後
の
京
都
市
域
形
成
に
関
す
る
都
市
地
理
学
的
考
察
（
藤
岡
）

和地
廿誰
三大
年要
）　　一

　昭．

　和
　八
　年
　ズ
　杉一

　本
　孫
　美
　コ
　泉
　都
　疏
　菜
　　の

　来
　膝
　　と

　栽
　培
　L
　　　昭

三聖「（人口総数明治41年）擁林工農林工商暢露難舗響
546　5　110　188 69 7　867

755 954　885　157　722　25　144　655

681 55　230　19　70　191　145　836

2
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ユ03

461

5 38　一　55863

28　一 75　83　80　517　5

20 48815 65　253554　64 74　56

60 530874 2200　355　28　300　433

1，792

4，297

2，227

　770

1，259

4，161

4，780

自川村

田申村

下鴨村

鞍馬村

野口村

上力臓村

大宮村

囚
七

⑩（「京都府愛宕郡志」（明治四四年）から作成

（　147　）
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明
治
以
後
の
京
都
市
域
形
成
に
関
す
る
都
市
地
理
単
的
考
察
（
藤
筒
）

服
部
之
総
「
西
陣
機
業
に
お
け
る
原
生
的
産
業
革
命
の
展
開
」
昭
和
二
三

年こ
の
κ
糎
弗
疏
菜
類
の
明
治
四
一
陥
ヰ
現
在
の
生
産
額
の
薫
別
種
類
吊
別
数
い
但
は
次

の
ご
と
く
で
あ
り
、
早
く
も
上
加
茂
は
酸
茎
葉
の
中
心
地
と
な
っ
て
い
る
。

⑬⑭

四
八

南　瓜

　　　　　重丁

43，210

かぶら ［きうT）

　　　　貫　　　　　－Vf

80．1001　28，350

1斎璽防副大根麟
愛麟睡・6葛3謝6さ・3，・諮
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16，800

2，300
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6，000

12，500

7，200

，300

，525

2，000

，600

　600

6，000

4，500

一

14，000

一
42，000

1，8002，200

30，00030，000

3，60080，000

3召，000

21，000

7，200

7，500

36，000

14，000

2，000

20，000

田中村

下鴨村

上賀茂村

大宮村

鞍馬口村

松ケ聴村

＠＠

申
川
村
の
村
落
調
査
は
織
田
教
授
を
中
心
と
す
る
京
大
地
理
教
室
の
有
志

に
よ
り
な
さ
れ
て
い
る
が
調
査
途
中
の
た
め
、
他
日
改
め
て
そ
の
成
果
を

紹
介
す
る
ζ
と
に
す
る
。

昭
和
二
七
年
の
も
の
は
「
京
都
乱
雲
役
所
」
の
農
林
課
の
資
料
に
よ
る
。

畑（町）

口月治43　（昭斥l127）

除避讐｝ 田（町）

年代｛明43（昭27）

62．4　（　一）

46．2　（一）

22．5　（　5．5）

IL4

　8．8

28．9　（　3．0）

85．9　（37．7）

22．5　（15．5）

2．3　（O　）

t189．0

116，1

69．0

（　一）

（　一）

（　6．6）

窄
191．8　（135．0）

186．3　（104．0）

8t！2　（19．2）

　　A白川村

田申村
下鴨村…

鞍馬口村

野口村

上加茂村

大宮村

修学院村

松ケ崎村

鷹ケ峯村

藤
田
元
春
「
平
安
京
変
遜
史
」
昭
和
五
年
、

藤
本
利
治
、

単
」
6
・
一
九
五
二
）

そ
の
他
研
究
書
多
し
。

京
都
盆
地
に
お
け
る
競
菜
栽
培
の
地
域
的
構
造
（
立
命
館
文

⑰
京
都
府
教
育
会
「
京
都
府
葛
勝
郡
史
概
要
」
大
正
二
年

（ユ48）



⑲⑲⑳

吻
簸
料
は
「
洛
西
…
糧
嚢
洞
細
…
合
」
の
も
の
及
び
筆
墨
償
の
聞
伽
弾
き
に
よ
る
っ
京
都

山
甲
に
お
け
る
製
」
転
業
の
分
布
三
二
四
に
つ
い
て
そ
の
昏
区
別
の
数
値
を
あ

げ
る
と
中
京
区
及
び
右
京
区
が
多
く
、
し
か
も
そ
の
過
半
が
壬
生
・
嵯
峨

野
・
西
京
・
下
嵯
峨
に
集
申
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち

丑
，
強
G
Q
ρ
母
麟
Q
O
押
卜
麟
U
メ
「
「
猷
（
ミ
”
弗
函
悼
ρ
　
遷
鷲
冒
”

暢
舜
鼠
理
。
。
母
G
3
。
σ
舎
）

嵯
峨
野
や
鴫
滝
に
お
け
る
植
木
の
裁
培
は
既
に
徳
川
時
代
か
ら
み
ら
れ
る

が
、
之
等
及
び
土
地
利
用
の
変
化
に
つ
い
て
は
、
こ
，
准
亦
改
め
て
別
の
機

会
に
論
じ
る
こ
と
に
す
る
。

「
大
正
九
年
度
園
勢
調
査
」
及
「
京
都
府
紀
伊
郡
誌
」
大
正
四
年
。

な
お
参
考
迄
に
大
正
四
更
r
当
時
の
紀
獅
郡
の
…
炭
家
の
種
岬
頚
を
み
る
と
次
の

人口

密度

3ilP．9

　424

　3P．6

1，107

　258

2．　，308

　4，58

　513

5，320

　912

3，477

3，600

1，491

　932

　471

村

ご
と
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、
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農
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と
、
ま
た
曲
疏
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類
中
火
根
（
躍
罹

嘘
鮒
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の
生
轟
然
田
畑
が
愛
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よ
り
亀
多
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五
識
忌
さ
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よ
う
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「
巨
椋
池
開
墾
並
二
沿
岸
既
耕
地
改
良
事
業
要
覧
」

「
明
治
四
十
三
年
京
都
府
統
計
書
」
第
一
編
総
覧
所
収
の
入
口
を
基
に
し
、

面
諭
は
地
形
図
を
基
に
し
て
計
出
。
人
口
密
度
は
上
魏
の
如
く
で
あ
る
。

「
大
正
七
年
京
都
市
統
計
霧
」
　
「
昭
和
五
年
国
勢
調
査
報
告
」
吉
困
敬
市
、

大
京
都
市
実
現
（
「
地
球
」
十
五
ノ
王
）
そ
の
他
を
基
に
し
て
計
繊
．
、

和
年
の

昭
5
㊤

　
　
　

正
年
1
8

大
7
1
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町
町

　
　
　
　
幡

佐
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淀
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水
田
面
績
中
二
毛
作
田
が
多
く
、
さ
ら
に
三
毛
作
田
が
右
京
と
上
京
に
多

い
の
は
集
約
性
を
示
す
。
　
「
京
都
市
勢
統
計
年
鑑
」
　
（
昭
和
二
七
年
）

Ll．90

9．．92

0．63

0．03

ユ．38

9．731

0i8

　　　町
564．78

75．14

47．27

　　8．5

50．85

90．85
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169．04

⑳

普通畑
三毛作
以上の
水園

2Ll．90
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一毛作1二毛作
の水田の水国
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ng・631
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30．37P
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　　　　　E

196．55

118．41

547．45

503．75

市域

全市

上：京区

左京区

申京区

東山区

下京区

右京区

伏見区

＠＠A

宮
出
秀
雄
「
都
市
近
郊
農
業
論
」
　
（
昭
和
二
五
年
）
及
び
橋
本
元
、
京
都

市
に
於
け
る
尿
尿
の
処
理
と
近
郊
農
業
（
「
京
大
農
業
経
済
論
集
」
昭
和

一
〇
年

「
統
計
年
鑑
」
及
び
京
都
市
編
「
…
半
世
紀
一
の
歩
み
」
昭
和
二
四
年
。

農
商
務
省
編
「
全
国
工
揚
通
覧
」
　
（
明
治
四
四
年
）
申
筆
者
が
ピ
ッ
ク
、

ア
ッ
プ
し
た
種
類
別
・
地
域
日
工
揚
の
分
布
で
あ
る
。

白
川
石
、
白
川
の
花
、
共
に
現
在
で
は
こ
の
地
の
原
料
に
依
存
す
る
こ
と

は
少
く
な
り
、
殊
に
花
は
昭
和
に
な
っ
て
か
ら
洋
花
を
他
か
ら
輸
入
し
、

こ
れ
を
白
川
の
尤
貨
甲
に
お
い
て
帥
墾
欠
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ

で
も
な
お
今
頃
花
売
に
嵐
歩
く
人
々
は
こ
の
北
白
川
の
谷
障
で
二
〇
〇
人

以
上
に
の
ぼ
り
、
主
と
し
て
女
子
の
仕
事
と
な
っ
て
お
り
、
他
に
専
業
の

石
秘
業
者
竜
十
入
近
く
は
残
っ
て
い
る
っ

（　150　）
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　　　　　　　’1’he　Chou－hsien　System　under　the　Sung　Dynasty

　　　　　　　　　　An　Essay’　on　the　History　of　the　Ya－ch’ien

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　by

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I．　Miyazal〈i

　　The　local　adininistration　under　the　Sung　dynasty　furnfslies　t　conipli－

cated　structure　as　wel　l　as　that　of　the　central　governinent．　This　i，s　clue

to　the　changes　througe　whicb　the　cliou（州），　adm｛Distrative　ul）it　of　the

T’ang　dynasty，　passed　during　the　rebellion　of　the　fan－clten　（一ir？r’・St｛）・

As　a　result　we　see　a　double　sアstem　comPosed　of‘〃。μツ加π《州院）

and露助ヲ露碗（使院）developed　iD　the　chou　itself　and　succeded　formaly

bア　亡he　ShD9．　The　poli亡ical　aspects　of　the　Iocalit｛es　in　the　transitiona正

ages　from　the　T’ang　to　the　Stmg　must　be　understood　in　the’light　of　these

changes　which　took　place　in　the　administrative　structure　of　the　chou．　The

ノσ〃勧（衙前）was　the　service　rendered　by　the　landlords　and　took　its

origin　in　the　∫ゐ訪ツ彪an，　niilitary　organ　of　the　chiehtu－5ゐ云ろ　　（ソ・1・1衙F母）．

It　became　inore　and　more　oppressive　with　the　centralization　of　the　Sung，

but　as　a　service　rather　mean．　The　reforln　of　Wang　An－shin（王安石）

aimed　at　the　commutation　of　this　service　and　the　，”establishment　of　tlie

system　of　local　taxation，　becuuise　the　ya－cts　ien　was　originally　considered

as　a　sort　of　local　tax．　After　the　reform　this　service　was　rendered　only

by　the〃吻〃8一ガ（郷役）in　tl・e　rural　districts．

　　　　　　　　Urban－geographical　Research　in　the　F’ormation

　　　　　　　of　the　City　Region　of　1〈lyoto　after　the　Meiji　Era

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　by

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K．　Fujiol〈a

　　With　the　developnient　of　capitalism　goes　the　urbanization　of　the　city

fringe．　But　in　the　preseiit　Japan　we’　rnean　by　the　city　also　those　unur－

banized　districts　around　the　city．　The　city　region　does　not　necessarily

involve　urban　district　only．　So　there　is　still　room　for　urban－geography

to　deal　with　the　regional　structure　of　the　urban　district　involved　iit　the

・itア・egi…In　the　1）・e・el・t・pal）・・1・tゆpt・d　・．t　the・・rv・y・f　th・p・…

esses　of　the　formation　of　the　urban　district　in　Kyoto　city，　tr［cing　the

chtinges　of　Landschaft　after　the　Meiji　Era，　exemplifying　demographic

（工98）



densit｝r，　transpoi”t2，ttion　facilities，　n）anufacturing’ р堰Ftrict　and　those　aretus

for　conimercial　tLgriculture．　’
　　By　this　analysis　we　can　say　that　tlie　ci．ty　region　of　1889　i．s　the　core

of　Kyoto　around　which　the　later　developmen，　ts　clustered　but　at　the　same

time　we　c［m　clearly・　Nvitness　that　the　center　of　the　cit’y　moved　west－g．　o－

uthwarcl．　The　present　outline　of　the　urban　area’often　coincides　with

the　isochrononien　and　ends　with　thLa　outskirt　of’the　city　regipn　from

1918亡・193エ．Ky・t・is・f　60u油tL　xi・fz’／lz’・〃・ノ」sta・／if　witli魚v・r・f　the

ancient　capita／，　but　at　the　sa1ne　tirne　a　satellite　city　of　Osaka，　xvhat　is

c乙tlled／eiese／zstad．f．　So　the　study　of　the　formこしtion　of　I（yoto　will　be　of

some　service　to　the　understanding　of　the　loc：　1　cities　of　old　origins．

　　　　　　　　　Social　Structm’e　under　the　Gupta　Dynasty　（3）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　by

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I〈．　Sato

　　Under　the　Giipta　dynasty　of　ancient　lndia　the　kinsfolk　was．　classifieai

・not　by　the　criteria　of　clan　（．aotr，z）；　but　by　that　of　the　minor　g！an

cailecl　leu／a．　The　co．ntrol　of　the　1〈insmen　by　the　clan　system　curtailed

before　亡he　growil〕9三しscendenc｝r　of　the　！を2〃揺　and　lef亡　i亡s　slightest　亡r乙tce

upon　the　adoption　of　the　’ifirst　ntune，　the　1［・tgt　reinntxnt　gf　the　old　days．

These　minor　cltms　came　into　being　in．　the　process　of　the　disintegrtxtion

of　the　clan　system　and　comprised　six　generations　of　kinsmen　under　a

patriarch．　rYhe　properties　of　the　fainilies　（liutumba）　involved　in　the

leu　／a　belonged亡。　the　colllnlumit’y　asこし曲ole　I毛ndピhe．pEL亡rlarch　sw乙Lアed

incontrollable　powey　over　lt・Lnds　and　teneinents．　Each　five　of　the　fami－

lies　mt・tde　a　team　work，　had　an　ox　together　with　spaCles．　This　seems　to

have　contributed　t’o　the　control　of　agriculture　and　through　this　system

the　governnient　imposed　t’axes　o1］　the　nieinbers　of　the　tetun．’　These　taxes，

however，　were　not　the　certain　amount　’
奄奄獅垂盾唐?ｄ　’

浮戟jon　the　certain　ainount

of’撃≠?ｇ　byt　fiuctuated　accordihg　to　’the’6rops　of　the　year．　ln　this

respect　this　niethod　of　taxation　；esembled’　that　of　the　contemporary

Sassanides．　But　iD　the　S［uss．rt［i）ides　they　then　inaugurated　a　taxation

refor1n　and　procltti’高?ｄ　a　land　’tax，　certain　in　its　munount　accbrding　to

the　exte1〕t・f　1…d・Rd　th｛・meth・面・s　succeeded　by亡he　l・1・m｛t…u〕d

with　their　invasion　into　lndia　it　’6aine　to　pfevail　there’under　the　Mughttls．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（197）


